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一
八
四
七
年
善
光
寺
地
震
と
弘
化
高
田
地
震
│
『
虎
勢
道
中
記
』
よ
り
│

 

矢
田　

俊
文　
　

弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
三
月
二
十
四
日
夜
十
時
頃
、
長
野
県
飯
山
市
か
ら
千
曲
市
ま
で
伸
び
る
長
野
盆
地
西
縁
断
層
を
震

源
域
と
し
て
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
３
程
度
の
地
震
が
起
っ
た
。
善
光
寺
地
震
と
呼
ば
れ
る
地
震
で
あ
る
。
こ
の
地
震
の
被
害

は
新
潟
県
の
高
田
平
野
に
及
ん
だ
。
そ
の
五
日
後
の
三
月
二
十
九
日
、
善
光
寺
地
震
に
誘
発
さ
れ
高
田
平
野
東
縁
断
層
を
震
源

域
と
推
定
さ
れ
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６
・
５
程
度
の
弘
化
高
田
地
震
が
起
っ
た）

1
（

。
こ
の
二
つ
の
地
震
を
越
後
に
旅
行
中
の
江
戸

の
商
人
が
体
験
し
て
記
録
に
残
し
て
い
た
。
そ
れ
が
本
書
の
『
虎
勢
道
中
記
』
で
あ
る
。

善
光
寺
地
震
に
つ
い
て
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
五
日
後
の
弘
化
高
田
地
震
に
つ
い
て
は
そ
れ
ほ
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
『
虎
勢
道
中
記
』
に
限
っ
て
で
は
あ
る
が
、
一
八
四
七
年
善
光
寺
地
震
と
弘
化
高
田
地
震

の
二
つ
の
地
震
に
つ
い
て
検
討
し
つ
つ
、
道
中
記
か
ら
読
み
取
れ
る
知
見
に
つ
い
て
記
し
て
み
た
い
。

『
虎
勢
道
中
記
』
の
地
震
記
事
に
つ
い
て
は
す
で
に
、
北
原
糸
子
氏
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る）

2
（

。

一
つ
目
は
善
光
寺
地
震
の
体
験
に
つ
い
て
。
道
中
記
の
筆
者
は
「
六
半
頃
」
寝
た
と
こ
ろ
、
人
々
が
大
騒
ぎ
を
し
、
地
震
の

鳴
動
と
大
き
な
揺
れ
で
目
が
覚
め
た
。
立
と
う
と
す
る
が
よ
ろ
け
て
立
ち
上
が
れ
な
い
ほ
ど
の
揺
れ
で
、
逃
げ
よ
う
に
も
場
所
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が
わ
か
ら
ず
困
惑
し
た
。
板
葺
き
の
屋
根
に
載
せ
た
石
が
揺
れ
る
度
に
転
び
落
ち
た
、
と
記
事
を
ま
と
め
て
い
る
。
二
つ
目
は

本
書
に
は
善
光
寺
地
震
の
二
十
年
前
に
起
っ
た
三
条
地
震
の
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
地
震
で
三
条
地
震
の
時
の
記
憶

が
地
域
の
人
々
に
は
強
く
蘇
っ
た
よ
う
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
三
つ
目
は
周
辺
地
域
の
被
害
に
つ
い
て
。
付
近
を
流
れ
る
川
の

水
が
地
震
で
揺
れ
る
度
に
溢
れ
出
た
り
、
年
貢
米
を
運
ぶ
舟
が
米
ご
と
陸
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
り
、
川
の
な
か
で
ひ
っ
く
り

返
っ
た
り
し
て
い
た
。
川
か
ら
米
を
引
き
上
げ
る
な
ど
、
人
々
は
大
騒
ぎ
だ
っ
た
、
と
ま
と
め
て
い
る
。
ま
た
、
打
越
村
（
新

潟
市
西
蒲
区
、
旧
中
之
口
村
）
で
は
、
苗
代
が
地
震
の
た
め
に
一
筋
に
寄
っ
て
し
ま
っ
た
と
地
震
後
の
様
子
を
ま
と
め
て
い
る
。

四
つ
目
は
善
光
寺
地
震
の
か
わ
ら
版
の
写
し
に
つ
い
て
。
善
光
寺
地
震
に
つ
い
て
地
震
後
四
、五
日
し
て
多
く
の
か
わ
ら
版
等

が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
本
書
に
も
そ
の
一
片
が
書
き
写
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
は
か
わ
ら
版
「
信
越
大
地
震
」
で
あ
る
と
し
て

い
る
。

以
上
の
北
原
氏
の
説
明
に
そ
れ
ほ
ど
付
け
加
え
る
こ
と
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
以
外
に
も
記
し
て
お

く
べ
き
重
要
な
点
が
あ
る
と
考
え
る
の
で
、
三
点
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

第
一
点
は
、
地
震
の
か
わ
ら
版
を
な
ぜ
道
中
記
に
写
し
た
の
か
に
つ
い
て
で
あ
る
。
本
書
に
か
わ
ら
版
「
信
越
大
地
震
」
が

写
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
北
原
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
本
書
の
筆
者
は
か
わ
ら
版
の
全
文
を
道
中
記
に
写
し
入
れ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
虎
勢
道
中
記
』
四
月
十
一
日
条
に
、「
旅
日
記
を
認
め
る
」
と
あ
る
の
で
、
旅
行
中
に
旅
日
記
が
綴
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
が
、
地
震
に
つ
い
て
は
日
に
ち
に
関
わ
ら
ず
、
時
と
し
て
ま
と
め
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
後
に
掲
げ
る
よ

う
に
、
三
月
二
十
四
日
条
に
は
、
二
十
九
日
の
地
震
の
記
事
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
帰
国
し
て
道
中
記
を
仕
上
げ
る
際
に
整
理
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し
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
道
中
記
の
か
わ
ら
版
も
、
後
日
地
震
に
遭
遇
し
た
越
後
国
吉
田
の
宿
屋
の
項
に
組
み
入
れ
た
こ
と

が
わ
か
る
。

本
書
の
序
文
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

一
、
此
巻
中
に
信し
ん
ゑ
つ越
二
ケ
国
の
地ぢ
し
ん震
の
条く
た
りを
記し
る
す、
是
強し
い

て
道
中
記
に
入
べ
き
に
あ
ら
ず
、
然
ど
も
古
来
稀ま
れ

な
る
大
地
震

に
て
、
既

す
て
に

予よ

も
善
光
寺
へ
参も

ふ

拝て

、
夫
よ
り
三み

か日
を
過
、
後
州
吉
田
の
街ま

ち

に
泊や

と
り、

此
大た

い

事じ

に
出て

や
ふ合

、
其
危

あ
や
う
き

事
大
方
な

ら
ず
、
斯か
く

ハ
あ
れ
ど
も
嬉う
れ

し
き
か
な
、
両ふ
た
り人
と
も
無
難
ニ
て
帰か
へ

る
、
其
祝よ
ろ
こ
びさ
に
、
長
文
く
だ
〳
〵
敷
も
巻
中
に
記

て
置
ぬ

尤
、
地
震
の
条く
た
りは
世
上
板は
ん
す
り摺
に
な
し
、
売
物
其
侭
を
写
う
つ
し

置
、
依
て
文
言
の
読
、
ま
た
ハ
相
違
の
ケ
条
ま
ゝ
多
か
ら
ん
か
、
は
ん
じ

考か
ん
か

見ミ

あ
る
べ
し

こ
の
序
文
に
は
「
こ
の
巻
に
信
濃
・
越
後
二
か
国
の
地
震
の
こ
と
を
記
す
。
こ
れ
ら
は
強
い
て
道
中
記
に
入
れ
る
べ
き
も
の

で
は
な
い
が
、
古
来
稀
な
大
地
震
で
、
私
も
善
光
寺
へ
参
拝
し
、
三
日
を
過
ぎ
、
越
後
の
吉
田
町
に
泊
ま
っ
て
い
た
時
に
こ
の

大
事
と
出
会
っ
た
。
大
変
危
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
嬉
し
い
こ
と
に
私
と
伴
の
者
ふ
た
り
と
も
無
事
に
帰
っ
た
。
そ
の
祝
い

と
し
て
長
文
を
な
が
な
が
と
こ
の
巻
に
書
き
記
し
て
置
く
こ
と
に
す
る
。
も
っ
と
も
、
地
震
の
記
述
は
世
の
中
に
出
回
り
販
売

さ
れ
て
い
る
板
摺
を
そ
の
ま
ま
写
し
取
っ
た
。
よ
っ
て
、
文
言
の
読
み
や
間
違
い
の
箇
所
も
多
か
ろ
う
か
ら
、
よ
く
判
断
し
て

読
ん
で
ほ
し
い
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
旅
行
中
に
地
震
を
体
験
し
、
幸
い
に
も
無
事
に
帰
国
で
き
た
の
で
、
地
震
の
こ
と
を
書

い
た
の
だ
と
い
う
。

地
震
被
害
を
記
し
た
出
版
物
を
そ
の
ま
ま
日
記
等
に
書
き
写
す
事
例
は
ほ
か
に
も
あ
る
。
信
州
埴
科
郡
森
村
（
長
野
県
千
曲
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市
）
の
中
条
唯
七
郎
が
自
ら
の
体
験
を
書
き
綴
っ
た
日
記
（「
徒
然
日
記　

附　

地
震
大
変
録
」））　

3
（

が
そ
れ
で
あ
る
。
中
条
唯
七

郎
は
、
十
月
十
八
日
に
善
光
寺
へ
行
き
、『
大
地
震
』（『
弘
化
四
丁
未
年
大
地
震
并
山
崩
・
大
火
・
水
押
・
人
死
田
畑
水
押
有

増
記
』）
と
い
う
板
木
物
を
購
入
し
、
そ
の
全
文
を
日
記
に
書
き
留
め
て
い
る）

4
（

。
青
木
美
智
男
氏
は
、
こ
の
よ
う
な
中
条
唯
七

郎
の
行
為
を
、
中
条
唯
七
郎
は
長
い
間
、
地
震
の
全
貌
を
把
握
で
き
ず
に
い
て
、
そ
れ
を
知
る
た
め
に
善
光
寺
門
前
に
出
向
き
、

『
弘
化
四
丁
未
年
大
地
震
并
山
崩
・
大
火
・
水
押
・
人
死
田
畑
水
押
有
増
記
』
を
買
い
求
め
、
全
文
を
日
記
に
書
き
留
め
た
と

す
る）

5
（

。
自
ら
が
体
験
し
恐
怖
を
感
じ
た
地
震
の
全
貌
を
知
り
た
い
と
い
う
願
望
の
た
め
、
地
震
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
出
版
物
を

購
入
し
、
そ
れ
を
日
記
に
写
し
記
録
し
て
お
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
中
条
唯
七
郎
の
と
っ
た
行
為
は
、『
虎
勢
道
中
記
』

の
筆
者
と
同
じ
で
は
な
か
ろ
う
か
。『
虎
勢
道
中
記
』
の
筆
者
は
越
後
を
旅
行
の
途
中
、
善
光
寺
地
震
と
そ
れ
に
続
く
弘
化
高

田
地
震
を
体
験
し
た
。
地
震
の
と
き
「
た
だ
念
仏
と
萬
歳
楽
を
唱
え
る
ば
か
り
で
途
方
に
く
れ
」、「
こ
の
所
の
土
と
な
る
か
と

大
い
に
心
配
」
の
心
境
で
お
り
、「
噂
ば
か
り
で
、
未
だ
真
実
が
わ
か
ら
な
い
」、「
噂
話
は
大
き
く
な
る
ば
か
り
」
で
あ
っ
た

と
記
し
て
い
る
。
無
事
の
帰
宅
を
喜
び
つ
つ
、
地
震
の
こ
と
を
よ
く
知
る
た
め
に
、
出
回
っ
て
い
た
か
わ
ら
版
を
入
手
し
て
地

震
の
あ
ら
ま
し
を
知
り
、
旅
の
記
録
に
書
き
写
し
た
の
で
あ
る
。
地
震
直
後
や
そ
の
後
に
出
版
さ
れ
た
か
わ
ら
版
等
は
地
震
の

全
貌
を
知
り
た
い
と
思
う
人
々
の
重
要
な
情
報
源
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

第
二
点
は
、
三
月
二
十
四
日
善
光
寺
地
震
の
余
震
と
三
月
二
十
九
日
の
地
震
に
つ
い
て
で
あ
る
。
二
十
四
日
条
に
は
次
の
よ

う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

翌よ
く

廿
五
日
夜よ

小
震ふ

る
ひ三

度
、
同
廿
六
日
夜
小
震
四
度
、
夫
ゟ
日
々
少
し
ツ
ゝ
折
々
震
ふ
、
猶そ

の

後ゝ
ち

廿
九
日
同
国
三
条
町
通と

ふ
りけ
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る
折
、
大
地
震
二
而
所
の
老
女若〻

家
よ
り
往
来
へ
駈
出
、
大
さ
わ
ぎ
を
な
す
、
此
時
昼
九
ツ
頃
な
り
、
尤
越
後
高
田
町
近

辺
人
家
押お
し

つ
ぶ
れ
け
る
は
此
地
震
の
節
ニ
而
、
前
の
善
光
寺
辺
の
地
震
と
ハ
日
限
違ち
か
ひけ
る
よ
し
、

本
書
に
は
「
善
光
寺
地
震
が
起
っ
た
二
十
四
日
の
翌
日
二
十
五
日
に
は
三
度
の
余
震
が
あ
り
、
二
十
六
日
は
四
度
の
余
震
が

あ
り
、
そ
の
後
は
と
き
ど
き
余
震
が
あ
っ
た
。
二
十
九
日
の
地
震
は
昼
九
つ
頃
に
起
こ
り
、
三
条
町
（
新
潟
県
三
条
市
）
を
通

り
か
か
っ
た
時
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
の
人
々
は
道
路
に
飛
び
出
し
て
大
騒
ぎ
と
な
っ
た
。
高
田
町
（
新
潟
県
上
越
市
）

近
辺
の
人
家
が
押
し
潰
さ
れ
た
の
は
こ
の
二
十
九
日
の
地
震
で
あ
っ
て
、
二
十
四
日
の
善
光
寺
地
震
と
は
日
に
ち
が
違
う
と
の

こ
と
」
と
あ
る
。
余
震
は
二
十
五
日
と
二
十
六
日
に
最
も
多
く
そ
の
後
は
少
な
く
な
っ
た
こ
と
、
二
十
九
日
の
地
震
は
小
震
で

は
な
く
大
地
震
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
地
震
を
体
験
し
た
筆
者
も
善
光
寺
地
震
と
は
別
の
地
震
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
こ
と
、

高
田
町
の
建
物
被
害
は
二
十
九
日
の
地
震
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
情
報
が
当
時
か
ら
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

二
十
四
日
の
善
光
寺
地
震
と
二
十
九
日
の
弘
化
高
田
地
震
の
二
つ
の
地
震
を
体
験
し
記
録
し
た
史
料
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

第
三
点
は
、
三
月
二
十
四
日
の
善
光
寺
の
揺
れ
は
ど
の
地
域
ま
で
伝
わ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
で
あ
る
。
地
震
の
規
模
を
知
る

さ
い
、
そ
の
揺
れ
が
ど
の
範
囲
ま
で
広
が
っ
て
い
た
の
か
を
知
る
こ
と
は
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。『
虎
勢
道
中
記
』
に
は
三
月

二
十
四
日
の
善
光
寺
の
揺
れ
を
ど
の
地
域
の
人
が
ど
の
程
度
感
じ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
記
し
た
記
事
が
あ
る
。
四
月
六
日
の

鶴
ケ
岡
の
項
に
あ
る
。

一
、
今
日
小
国
・
温
見
川
辺
に
て
、
去
ル
廿
四
日
の
大
地
震
の
様
子
、
此
辺
に
て
ハ
如
何
哉
与
聞
合
け
る
処
、
随す

い
ふ
ん分

な

が
き
と
ハ
思お

も
ひし

か
ど
も
大
き
と
も
存そ

ん
ぜず

と
言
、
又
翌
日
羽
黒
町
に
至
り
聞
け
る
に
、
小
き
地
震
に
て
、
中
に
ハ
知
ら

ぬ
者
も
あ
り
け
る
と
言
、
其
後
奥
州
金
花
山
へ
参
り
承
り
候
所
、
一
向
不
存
与
言
、
是
ハ
嶋
故
に
地
震
是
迄
い
る
こ
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と
無
き
哉
与
問
け
る
に
、
左
に
も
あ
ら
ず
、
折
々
地
震
い
る
事
あ
り
と
言
、
誠
ニ
奇
な
る
も
の
な
り

四
月
六
日
の
鶴
ケ
岡
の
条
を
み
る
と
、
越
後
の
出
羽
の
国
境
、
山
街
道
庄
内
藩
領
の
小
国
・
温
海
川
（
山
形
県
鶴
岡
市
、
旧

温
海
町
）
の
あ
た
り
に
て
、
二
十
四
日
の
善
光
寺
地
震
の
大
地
震
の
様
子
を
い
か
に
と
聞
く
と
、
ず
い
ぶ
ん
長
い
揺
れ
と
思
っ

た
が
大
き
い
地
震
だ
と
は
思
わ
な
か
っ
た
と
い
う
。
ま
た
翌
七
日
、
羽
黒
町
（
鶴
岡
市
、
旧
羽
黒
町
）
に
至
り
聞
く
と
、
小
さ

い
地
震
で
あ
り
、
中
に
は
地
震
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
ら
な
い
者
も
い
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
四
月
十
五
日
に
奥
州
金
華
山
（
宮

城
県
石
巻
市
、
牡
鹿
半
島
の
東
南
に
浮
か
ぶ
島
）
へ
参
詣
し
た
と
き
土
地
の
者
に
聞
く
と
、
地
震
の
こ
と
は
ま
っ
た
く
知
ら
な

い
と
い
う
。
知
ら
な
い
の
は
島
な
の
で
こ
れ
ま
で
地
震
が
な
か
っ
た
た
め
か
と
聞
く
と
、
地
震
は
時
々
起
っ
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。
ま
こ
と
に
不
思
議
な
こ
と
で
あ
る
、
と
記
し
て
い
る
。

こ
の
記
事
で
わ
か
る
の
は
、
新
潟
県
と
山
形
県
国
境
の
山
形
県
側
の
山
側
の
街
道
に
あ
る
集
落
小
国
・
温
海
川
で
は
、

二
十
四
日
の
善
光
寺
地
震
は
、
地
震
の
揺
れ
は
長
か
っ
た
も
の
の
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
揺
れ
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
山
形
県
羽
黒

山
の
麓
の
羽
黒
町
辺
り
で
は
小
さ
な
揺
れ
を
感
じ
た
が
、
地
震
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
ら
な
い
者
も
い
た
こ
と
、
宮
城
県
牡
鹿
半

島
の
東
南
の
島
・
金
華
山
で
は
、
揺
れ
は
な
く
地
震
が
起
っ
た
こ
と
も
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
小
国
・
温
海
川
・
羽

黒
町
・
金
華
山
で
の
地
震
情
報
は
、『
虎
勢
道
中
記
』
筆
者
本
人
の
体
験
に
も
と
づ
く
情
報
で
は
な
い
が
、
す
べ
て
同
一
人
が

入
手
し
た
情
報
で
あ
り
、
極
め
て
重
要
な
地
震
情
報
で
あ
る
。

以
上
、『
虎
勢
道
中
記
』
に
記
さ
れ
た
地
震
関
連
の
記
事
を
ほ
ぼ
す
べ
て
検
討
し
て
き
た）

6
（

。
本
書
『
虎
勢
道
中
記
』
の
筆
者

は
旅
の
途
中
で
一
八
四
七
年
の
善
光
寺
地
震
と
そ
れ
に
続
く
弘
化
高
田
地
震
を
体
験
し
た
。
自
ら
の
体
験
を
記
し
、
先
々
で
の

地
震
の
知
見
を
書
き
留
め
た
。
さ
ら
に
は
地
震
の
あ
ら
ま
し
を
詳
し
く
記
す
た
め
に
、
後
日
か
わ
ら
版
を
入
手
し
、
そ
の
全
文
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を
書
き
入
れ
た
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
在
の
我
々
は
一
八
四
七
年
の
地
震
の
貴
重
な
情
報
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
、

古
地
震
を
復
元
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

注（
1
）
松
浦
律
子
・
北
原
糸
子
「
１
８
４
７　

善
光
寺
地
震
（
弘
化
四
年
三
月
二
十
四
日
）」『
日
本
歴
史
災
害
事
典
』
吉
川
弘
文
館
、
二
○
一
二
年
。

（
２
）
北
原
糸
子
「
近
世
の
日
記
に
見
る
旅
と
災
害
│
19
世
紀
庶
民
の
旅
日
記
「
虎
勢
道
中
記
」
を
中
心
に
│
」『
年
報　

人
類
文
化
研
究
の
た
め
の
非
文
字
資

料
の
体
系
化
』
四
号
、
神
奈
川
大
学
、
二
○
○
七
年
。

（
３
）
中
条
唯
七
郎
著
・
中
村
芙
美
子
訳
・
青
木
美
智
男
校
註
『
善
光
寺
大
地
震
を
生
き
抜
く　

現
代
語
訳
『
弘
化
四
年
・
善
光
寺
地
震
大
変
録
』』
日
本
経
済

評
論
社
、
二
○
一
一
年
。

（
４
）
前
掲
注
（
3
）。

（
５
）
青
木
美
智
男
「
本
文
を
読
ま
れ
る
前
に
│
絶
え
間
な
き
余
震
を
生
き
抜
く
民
の
記
録
」
前
掲
注
（
3
）。

（
６
）
こ
の
ほ
か
に
、
四
月
六
日
条
の
鶴
が
岡
の
項
で
は
、
象
潟
の
風
景
が
一
変
し
た
一
八
○
四
年
の
地
震
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
四
月
十
四

日
条
の
渡
の
波
（
わ
た
の
は
）
の
項
で
は
、「
三
人
連つ
れ

ニ
て
出
立
な
せ
し
所
、
彼か
の

信
濃
の
大
地
震
の
噂う
わ
さを
聞
、
国
元
を
案
し
、
両
人に
ん

ハ
下
野
へ
帰か
へ
り、
此
堅
蔵

ど
の
ハ
出
羽
山
形
に
て
わ
か
れ
、
己そ

の
ミ壱

人
残
り
今
此
松
し
ま
へ
来
り
、
よ
き
連
も
あ
ら
ば
是こ

れ

よ
り
金
花
山
へ
参
ら
ん
と
思
ふ
所
」
と
あ
る
。
堅
蔵
は
「
下

野
日
光
の
役
人
蓮
見
堅
蔵
」
の
こ
と
。
な
お
、
北
原
氏
は
地
震
に
遭
い
、
三
人
連
れ
の
う
ち
二
人
は
帰
宅
し
た
と
す
る
（
前
掲
注
（
2
））
が
、
二
人
は
地

震
の
噂
を
聞
い
て
帰
国
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
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